
（
三
五
）
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与
謝
蕪
村
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
摂
津
国
東
成
郡
毛
馬
村
（
現
、
大

阪
市
都
島
区
毛
馬
町
）
に
生
ま
れ
、
天
明
三
年
十
二
月
二
十
五
日
（
一
七
八
三
）

京
都
の
自
宅
（
京
都
仏
光
寺
烏
丸
西
入
ル
町
）
で
六
十
八
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。

墓
所
は
、
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
才
形
町
に
あ
る
金
福
寺
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

生
涯
は
、
二
十
歳
の
こ
ろ
に
江
戸
へ
、
以
後
三
十
六
歳
で
上
京
す
る
ま
で
江

戸
・
東
北
を
漂
泊
し
ま
す
。
三
十
六
歳
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
三
十
三
年
間
は

京
都
の
住
人
で
す
。
そ
の
間
、
宮
津
へ
三
年
余
・
讃
岐
へ
四
年
出
か
け
て
い
る

が
、
妻
子
を
京
都
に
置
き
、
結
社
も
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
ま
さ
に
出
か
け
て
い

た
の
で
す
。

本
日
は
、
そ
ん
な
蕪
村
の

１
、
京
の
住
所

２
、
住
所
と
蕪
村
の
句
・
画
の
関
わ
り

３
、
京
を
題
材
と
し
た
句

に
つ
い
て
話
を
し
、「
京
都
が
育
て
た
蕪
村
」

と
い
う
話
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
、
蕪
村
の
京
の
住
所

①
　
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）、
蕪
村
は
上
京
し
た
。
宛
名
は
不
明
だ
が
、
世
話

に
な
っ
て
い
た
結
城
の
二
世
晋
我
宛
と
推
測
さ
れ
て
い
る
書
簡
に

「

椹
木
町

屋
與
八
殿
迄
　
右
之
処
付
に
而
御
登
可
被
下
候
」
と
記
し

て
い
る
。
ま
だ
住
所
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
椹
木
町
の
□
□
屋
與
八
殿
処

付
け
で
手
紙
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
意
で
あ
る
。「
此
書
付
壁
に
張
付
被

差
置
、
無
御
失
念
御
登
せ
可
被
下
候
」
と
所
書
き
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
と
念

を
押
し
て
い
る
。
上
京
直
後
の
近
況
お
よ
び
依
頼
を
し
た
書
簡
で
あ
る
。
椹
木

町
は
、
丸
太
町
通
り
よ
り
一
筋
北
の
通
り
で
、
烏
丸
通
り
か
ら
西
へ
千
本
通
り

ま
で
で
あ
る
。
住
所
と
は
い
え
な
い
が
関
係
深
い
所
番
地
と
し
て
挙
げ
る
。

②
　
最
初
に
居
を
定
め
た
の
は
、「
東
山
麓
に
卜
居
」
で
あ
る
。「
卜
居
」
と
い

う
の
は
、
占
っ
て
居
を
決
め
る
こ
と
だ
が
、
実
際
に
占
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。「
東
山
麓
」
の
ど
こ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
知
恩
院
の
近
辺
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
蕪
村
は
当
時
「
釈
蕪
村
」（「
北
寿
老
仙
を
い
た
む
」）、

「
東
都
嚢
道
人
蕪
村
」（『
古
今
短
冊
集
』
の
跋
文
）
と
か
「
野
衲
」（
書
簡
）
な

ど
と
僧
と
し
て
の
謙
辞
を
使
っ
て
お
り
、
ま
た
、
下
館
滞
在
中
に
世
話
に
な
っ

た
弘
経
寺
と
の
関
係
で
浄
土
宗
の
僧
籍
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
。

そ
し
て
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
こ
と
は
全
く
根
拠
が
な
い
こ
と
だ
が
、
も
し
か
し
た

ら
上
田
秋
成
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
六
十
歳
で
妻
と
二
人
で
上
京
し
て

住
ん
だ
と
こ
ろ
の
「
華
頂
ノ
麓
」
で
あ
る
「
知
恩
院
門
前
袋
町
」
に
あ
る
知
恩

「
蕪
村
と
京
都
」

松
本

節
子
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

住
所

京
都
市
中
京
区
壬
生
馬
場
町
16
―
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院
前
の
長
屋
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
同
系
列
の
文
人
が
、

上
京
後
初
め
て
住
む
場
所
と
し
て
同
じ
と
こ
ろ
と
い
う
の
も
四
十
年
余
の
時
差

は
あ
る
が
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
な
い
と
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
の
で

す
。
池
大
雅
の
住
所
と
し
て
、
明
和
五
年
の
『
平
安
人
物
志
』
に
出
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

③
　
次
に
蕪
村
の
住
所
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
三

月
刊
の
『
平
安
人
物
志
』
で
あ
る
。
蕪
村
五
十
三
歳
。
画
家
の
部
に
「
四
条
烏

丸
東
へ
入
ル
町
」
と
出
て
い
る
。

④
　
明
和
七
年
、
五
十
五
歳
。
夜
半
亭
二
世
を
継
い
だ
こ
ろ
に
転
居
を
し
た
よ

う
だ
。「
室
町
綾
小
路
下
ル
町
」。

⑤
　
安
永
四
年
十
一
月
刊
の
『
平
安
人
物
志
』（
画
家
の
部
）
に
「
謝
長
庚
　
字

春
星
　
号
三
菓
　
仏
光
寺
烏
丸
西
江
入
町
」
と
出
て
い
る
。
六
十
一
歳
。
二
〇

〇
六
年
七
月
十
五
日
の
「
日
本
経
済
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
蕪
村
は
、
安
永
七
年

七
月
、
新
町
通
四
条
上
ル
の
山
鉾
「
放
下
鉾
」
の
下
水
引
の
下
絵
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
住
所
に
住
ま
い
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
に
な
る
。

⑥
　
天
明
二
年
の
『
平
安
人
物
志
』
に
も
「
仏
光
寺
烏
丸
西
へ
入
ル
町
」
と
し

て
出
て
い
る
。
六
十
七
歳
。

以
上
が
、
現
在
判
明
し
て
い
る
蕪
村
の
京
都
居
住
地
で
す
。「
東
山
麓
」
以
外
は
、

京
都
の
市
中
の
真
ん
中
あ
た
り
に
住
ま
い
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

２
、
住
所
と
句
・
画

次
に
、
蕪
村
の
住
所
が
句
・
画
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
で
考
え
て
み
る
。

明
和
六
年
の
作
と
さ
れ
る
句
に
「
桃
源
の
路
次
の
細
さ
よ
冬
ご
も
り
」
と
い

う
句
が
あ
る
。
桃
源
郷
、
す
な
わ
ち
理
想
郷
へ
の
道
の
細
さ
よ
、
冬
ご
も
り
所

は
、
と
い
う
句
で
あ
る
。
中
国
六
朝
時
代
の
詩
人
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
并
詩

」

は
、
武
陵
（
湖
南
省
）
の
漁
夫
が
桃
林
中
の
細
い
道
を
辿
り
、
仙
境
に
至
る
と

い
う
内
容
だ
が
、
そ
の
仙
境
が
す
な
わ
ち
桃
源
郷
な
の
で
あ
る
。「
桃
花
源
記
」

に
「
初
め
は
極
め
て
狭
く
、
纔
か
に
人
を
通
ず
る
の
み
。
復
た
行
く
こ
と
数
十

歩
、
豁
然
と
し
て
開
朗
す
」
と
あ
る
。「
桃
源
の
路
次
の
細
さ
よ
」
に
該
当
す
る

状
況
で
あ
る
。「
路
次
」
は
「
ろ
し
」
と
読
ん
で
桃
源
郷
へ
の
道
中
と
す
る
。
し

か
し
、
字
面
か
ら
京
都
の
市
中
に
多
い
路
地
を
読
む
者
に
連
想
さ
せ
る
。
路
地

の
奥
の
桃
源
郷
の
よ
う
な
住
ま
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
五
・
中
七
で
は

桃
源
郷
へ
の
道
と
思
っ
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
切
れ
字
の

「
よ
」
で
、
芝
居
の
背
景
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
に
パ
タ
リ
と
場
面
が
転
換
す
る

の
で
す
。
桃
源
郷
の
よ
う
な
家
で
、
雑
事
か
ら
逃
れ
て
の
冬
籠
り
へ
の
期
待
を

表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
住
ん
で
い
た
の
は
、「
四
条
烏
丸
東
へ
入
町
」
で

す
。
四
条
烏
丸
を
少
し
東
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
、
借
家
で
、
商
人
で
も
な
い
蕪
村

は
や
は
り
句
の
よ
う
に
路
地
の
奥
に
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
で
も
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
が
、
当
時
は
四
条
通
り
か
ら
路
地
を
ス
ー
と
入
る
と

静
か
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
空
間
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
句
は
、
初
五
・
中
七
に
詠
ん
で
い
る
の
は
、
中
国
の
「
桃
花
源
記
」
の

桃
源
郷
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
切
れ
字
の
「
よ
」
で
パ
タ
リ
と
場
面
が
四
条

通
か
ら
路
地
に
入
っ
た
奥
の
家
に
転
換
す
る
と
上
に
述
べ
た
。
蕪
村
は
、
後
で

も
記
述
す
る
が
、
古
文
辞
派
の
漢
詩
人
た
ち
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
古
文
辞

派
の
日
本
の
詩
人
た
ち
は
、「
日
野
龍
夫
『
江
戸
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、「
演
技
の
文
学
」
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
見

て
い
る
も
の
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
風
景
で
あ
る
の
に
、
時
間
的
に
も
空
間

的
に
も
遠
く
は
な
れ
た
（
中
国
の
）
情
景
が
作
品
の
な
か
で
は
詠
ま
れ
る
の
で

あ
る
。」（
杉
下
元
明
、『
江
戸
漢
詩
』）。
蕪
村
も
「
蕪
村
調
の
際
だ
っ
た
特
徴
と

し
て
、
古
文
辞
派
の
漢
詩
の
詩
想
・
素
材
・
用
語
の
摂
取
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
」
と
日
野
龍
夫
氏
は
「
蕪
村
と
漢
詩
壇
」
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
蕪
村
は
、
古
文
辞
派
詩
人
と
は
逆
に
、
中
国
の
詩
文
の
内
容
を
詠

43

蕪村と京都

（
三
六
）



ん
で
い
る
と
思
わ
せ
な
が
ら
、
じ
つ
は
日
本
の
、
四
条
通
の
路
地
の
奥
を
詠
む

の
で
あ
る
。
古
文
辞
派
詩
人
と
詩
想
・
素
材
・
用
語
を
共
有
し
な
が
ら
、
表
現

は
逆
な
の
で
あ
る
。

同
じ
明
和
六
年
に
、
同
じ
「
冬
籠
」
の
兼
題
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作

に
「
戸
に
犬
の
寝
が
へ
る
音
や
冬
籠
」
が
あ
る
。
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
作

者
に
、
土
間
で
犬
の
寝
返
る
音
が
聞
こ
え
る
。
冬
の
夜
の
穏
や
か
な
空
気
が
感

じ
ら
れ
る
。
こ
の
句
も
「
桃
花
源
記
」
の
「
鶏
犬
の
こ
え
相
聞
こ
ゆ
」
る
桃
源

郷
の
道
具
立
て
の
一
つ
で
あ
る
犬
を
使
っ
て
、「
桃
源
の
路
次
」
句
と
同
趣
向
で

あ
る
。

蕪
村
の
画
に
も
「
桃
花
源
記
」
を
材
料
と
す
る
「
武
陵
桃
源
図
」
が
五
図
あ

る
。「
武
陵
桃
源
」
と
い
う
の
は
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
の
内
容
が
、
武
陵(

湖

南
省)

の
漁
夫
が
桃
源
郷
に
至
る
の
で
、「
武
陵
桃
源
」
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、

『
陶
淵
明
集
巻
５
』
や
子
供
向
け
の
啓
蒙
書
で
あ
る
『
蒙
求
』
に
出
て
い
る
。
五

図
を
掲
げ
る
。（

）
の
中
に
画
の
説
明
を
書
い
た
。
い
ず
れ
も
講
談
社
『
蕪
村

全
集
六
』
に
拠
る
。

（
図
１
）
明
和
二
年
十
月
（
一
七
六
五
）
作
（
桃
源
郷
の
村
内
の
様
子
）

（
図
２
）（
宝
暦
八
〜
明
和
六
年
）、（
桃
林
を
伝
っ
て
の
桃
源
郷
へ
の
道
）

（
図
３
）
安
永
十
年
二
月
作
（
一
七
八
一
）（
双
幅
、
賛
に
袁
宏
道
「
入
桃

花
源
詩
」
五
言
律
詩
四
聯
が
書
か
れ
る
。
仙
境
で
の
人
々
。
左
幅

に
五
人
、
右
幅
に
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
）

（
図
４
）
天
明
元
年
作
（
一
七
八
一
）
六
月
（
一
幅
、
賛
に
袁
宏
道
「
入
桃

花
源
詩
」
五
言
律
詩
一
聯
が
書
か
れ
る
。
漁
夫
が
ま
さ
に
桃
源
郷

へ
の
「
洞
」
を
潜
り
抜
け
よ
う
と
す
る
図
。
島
原
角
屋
蔵
）

（
図
５
）
落
款
な
し
。（
桃
の
木
の
並
木
道
に
人
家
が
あ
る
桃
源
郷
へ
の
図
）

画
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
桃
花
源
記
」
の
内
容
の
画
面
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
漢
画
で
あ
る
。「
桃
花
源
記
」
と
「
桃
源
の
路
次
の
細
さ
よ
冬
籠
り
」
句
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の
よ
う
な
関
係
は
、
直
接
に
は
こ
れ
ら
の
画
に
関
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
武
陵
桃
源
図
」
に
言
及
し
た
の
で
、
つ
い
で
に
気
の
つ
い
た
こ
と
を
述
べ

て
お
き
た
い
。（
図
３
）
と
（
図
４
）
の
賛
で
あ
る
が
、
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記

并
詩
」
で
は
な
く
、
袁
宏
道
の
「
入
桃
花
源
詩
」
四
聯
で
あ
り
、
一
聯
で
あ
る
。

『
袁
中
郎
詩
集
』
の
和
刻
本
は
、
元
禄
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
蕪
村
は
、
若

い
こ
ろ
に
江
戸
に
滞
在
し
た
折
に
服
部
南
郭
に
師
事
し
た
と
言
う
。
そ
し
て
、

古
文
辞
派
の
漢
詩
の
詩
想
・
素
材
・
用
語
の
摂
取
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
上
に

述
べ
た
。
古
文
辞
派
と
は
、
詩
は
盛
唐
以
前
の
も
の
を
模
範
と
す
る
派
で
あ
る
。

ま
た
、
田
能
村
竹
田
の
随
筆
『
屠
赤
瑣
瑣
録
』
巻
三
に
は
「
翁
（
菅
茶
山
）
又

云
ふ
、
…
…
蕪
村
に
は
毎
度
葛
陂
先
生
の
宅
に
て
出
会
す
、
さ
れ
共
翁
も
其
時

は
少
年
に
て
事
を
慢
り
、
遂
に
一
度
も
挨
拶
も
せ
ず
し
て
過
す
、
残
念
な
る
事

也
。」
と
あ
っ
て
菅
茶
山
が
古
文
辞
派
の
儒
学
者
高
葛
陂
の
京
の
塾
で
、
蕪
村
に

常
に
会
っ
た
と
い
う
。
蕪
村
は
古
文
辞
派
の
儒
者
の
高
葛
陂
の
と
こ
ろ
に
常
に

出
か
け
て
い
た
。
親
交
が
深
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
袁
宏
道

は
、
反
古
文
辞
派
の
評
判
の
明
の
詩
人
で
あ
る
。
安
永
十
年
・
天
明
元
年
（
四

月
に
改
元
）
ご
ろ
は
、
古
文
辞
の
流
行
が
過
ぎ
、
反
古
文
辞
派
が
好
ま
れ
だ
し

た
時
期
で
あ
る
。
蕪
村
も
そ
の
波
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

３
、
京
を
題
材
と
し
た
句

蕪
村
に
は
京
を
題
材
と
し
た
句
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

春
水
や
四
条
五
条
の
橋
の
下

鳥
羽
殿
へ
五
六
騎
い
そ
ぐ
野
分
か
な

羽
織
り
着
て
綱
も
き
く
夜
や
河
ち
ど
り
（
一
条
戻
り
橋
）

名
月
や
神
泉
苑
の
魚
躍
る

粟
島
へ
は
だ
し
参
り
や
春
の
雨
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な
ど
市
中
と
お
ぼ
し
き
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

と
ろ
ろ
汲
む
音
な
し
の
滝
や
夏
木
立
（
大
原
の
音
無
滝
）

岩
倉
の
狂
女
恋
せ
よ
ほ
と
と
ぎ
す

水
一
筋
月
よ
り
う
つ
す
桂
河
（
戸
無
瀬
の
滝
）

苗
代
や
鞍
馬
の
さ
く
ら
散
に
け
り

洛
東
の
は
せ
を
庵
に
て
目
前
の
け
し
き
を
申
出
侍
る

そ
ば
あ
し
き
京
を
か
く
し
て
穂
麦
哉
（
左
京
区
一
乗
寺
の
金
福
寺
芭
蕉
庵
）

な
ど
の
郊
外
を
詠
ん
だ
句
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
単
に
地
名
を
詠
ん
だ
句
と
い
う

以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
趣
向
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
蕪
村
の

出
自
に
関
係
す
る
よ
う
な
農
産
物
を
詠
ん
だ
句
を
あ
げ
て
、
蕪
村
の
詩
想
の
特

徴
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
。
蕪
村
は
大
坂
毛
馬
村
の
出
身
で
そ
の
家
は
「
村

長
」
で
あ
る
裕
福
な
農
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（1）

か
も
河
の
ほ
と
り
な
る
田
中
と
い
へ
る
里
に
て

ゆ
ふ
が
ほ
に
秋
風
そ
よ
ぐ
み
そ
ぎ
川

句
意
は
、
夏
越
し
の
み
そ
ぎ
を
す
る
鴨
河
の
ほ
と
り
の
村
で
は
、
夕
顔
が
秋

風
に
そ
よ
ぎ
ゆ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

こ
の
句
の
前
書
き
は
、『
蕪
村
自
筆
句
帳
』『
蕪
村
句
集
』
と
も
に
書
か
れ
て

い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
句
と
の
関
わ
り
の
上
で
必
要
な
前
書
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
か
も
河
の
ほ
と
り
」
に
あ
る
「
田
中
と
い
へ
る

里
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
作
句
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
く
ど
く

前
書
き
の
こ
と
を
言
う
か
と
い
え
ば
、
実
は
句
の
解
釈
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

場
所
と
い
う
も
の
に
は
、
常
に
イ
メ
ー
ジ
が
伴
う
と
私
は
考
え
て
い
る
。

「
田
中
」
は
、「
鴨
川
の
ほ
と
り
」
で
、
今
出
川
「
大
原
口
」
か
ら
鴨
川
を
東

に
渡
っ
た
辺
り
で
あ
る
。
高
野
川
沿
い
に
歩
む
若
狭
街
道
の
起
点
で
あ
り
、
蕪

村
社
中
が
芭
蕉
庵
を
建
立
し
た
金
福
寺
の
あ
る
一
乗
寺
村
へ
の
道
筋
で
も
あ
る
。

現
在
の
こ
と
で
言
え
ば
、
京
阪
電
鉄
の
終
点
「
出
町
柳
」
近
辺
で
あ
る
。
田
中

村
は
、『
雍
州
府
志
』（
貞
享
三
年
刊
）
と
い
う
京
都
の
こ
と
を
書
い
た
地
誌
の

「
土
産
部
」
農
産
物
に
つ
い
て
書
か
れ
た
項
に
、
壷
蘆
（
別
名
、
瓢
箪
、
ふ
く
べ
）

の
特
産
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
茶
人
が
好
み
の
形
の
茶
具
（
炭

取
り
）
を
作
る
た
め
に
、
ま
だ
熟
さ
な
い
実
を
縄
で
し
ば
っ
て
好
み
の
形
に
作

り
上
げ
る
所
と
し
て
。

当
句
の
解
釈
と
し
て
、
今
、
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
ゆ
ふ
が
ほ
」
が
花

で
は
な
く
実
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、
夏
越
し
六
月
晦
日
の
句
で
あ

る
た
め
、
夏
の
句
と
し
て
は
「
夕
顔
の
花
」
が
約
束
で
あ
る
が
、「
秋
風
そ
よ
ぐ
」

季
節
と
の
狭
間
の
句
で
あ
る
の
で
、「
実
」
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。

む
し
ろ
季
節
の
狭
間
で
次
の
季
節
の
も
の
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
季
節
感
を
先

取
り
す
る
。

当
句
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
ゆ
ふ
が
ほ
」
は
、
実
な
の
で
あ
る
。
夕
顔
の
実
は
、

秋
に
収
穫
す
る
の
で
あ
る
が
、
六
月
の
晦
日
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
ろ
う
か
。

国
宝
の
久
隅
守
景
画
く
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
は
、
た
わ
わ
に
実
る
夕
顔
の
棚
の

下
で
、
親
子
三
人
が
裸
に
近
い
姿
で
夕
涼
み
を
す
る
図
で
あ
る
。
満
月
が
出
て

い
る
。
八
月
十
五
夜
で
は
裸
の
夕
涼
み
は
涼
し
す
ぎ
る
。
画
は
七
月
十
五
夜
ご

ろ
で
あ
る
。
夕
顔
の
実
は
十
分
に
成
長
し
て
い
る
。

作
者
蕪
村
が
前
書
き
の
「
田
中
と
い
へ
る
里
」
を
置
い
た
理
由
は
、
前
書
き

が
も
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
句
の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
ゆ
か
り

の
五
条
あ
た
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。

久
隅
守
景
の
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
は
、
木
下
長
嘯
子
の
「
夕
顔
棚
の
下
す
ず

み
　
男
は
て
て
れ
女
は
ふ
た
の
も
の
」
に
よ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、

同
じ
題
材
で
、
句
・
画
が
多
く
作
ら
れ
画
か
れ
て
い
る
。
こ
の
句
を
作
る
に
際

し
、
画
家
で
あ
る
蕪
村
の
脳
裏
に
守
景
の
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
が
浮
か
ん
だ
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
蕪
村
に
は
上
の
長
嘯
子
の
歌
を
典
拠
と
し
た

句
は
な
い
け
れ
ど
も
、
弟
子
の
几
董
に
は
次
の
句
が
あ
る
。

女
は
二
布
し
て
四
下
冷
す
清
水
哉
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女
は
二
布
し
て
蚊
や
り
た
く
小
家
哉

「
二
布
」
は
「
ふ
た
の
」
と
読
み
、
女
性
用
の
腰
巻
の
こ
と
で
あ
る
。

（2）

笋
や
垣
の
あ
な
た
は
不
動
堂

こ
の
句
の
載
る
『
新
華
摘
』
は
、
蕪
村
が
、
安
永
六
年
に
一
日
十
句
を
夏
安

居
と
し
て
自
己
に
課
し
た
句
日
記
で
、
そ
の
中
の
四
月
十
一
日
の
句
で
あ
る
。

夏
安
居
と
は
、
僧
が
夏
の
三
ヶ
月
間
を
修
行
の
た
め
に
一
室
に
籠
っ
て
修
行
す

る
こ
と
で
あ
る
。
蕪
村
は
、
昔
修
行
し
た
僧
侶
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

初
五
は
、「
た
か
ん
な
や
」
と
読
ん
で
い
る
。「
笋
」
な
の
で
大
方
の
解
説
書

に
は
、
京
都
郊
外
の
西
山
辺
り
の
景
と
し
、
不
動
堂
は
不
動
尊
を
祀
る
不
特
定

の
堂
宇
と
す
る
。

そ
う
だ
ろ
う
か
。
安
永
六
年
に
は
、
蕪
村
は
仏
光
寺
烏
丸
西
入
ル
に
住
ん
で

い
る
。
京
に
は
、
不
動
明
王
を
祀
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
京
都
の
地
誌
『
都
す
ゞ

め
案
内
者
』
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊
行
に
は
、
京
の
「
名
不
動
」
十
一
を

し
る
し
、
そ
の
中
の
七
つ
を
「
名
不
動
七
ヶ
所
ま
い
り
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

一
番
　
ふ
ど
う
ゐ
ん
　
　
六
か
く
だ
う
の
内

二
番
　
ふ
ど
う
だ
う
　
　
七
条
油
小
路

三
番
　
と
う
じ
　
　
　
　
大
し
う
し
ろ
堂

四
番
　
ふ
ど
う
ゐ
ん
　
　
た
け
だ

五
番
　
み
や
う
わ
う
院
　
　
　
松
原
白
山
角

六
番
　
ふ
く
し
や
う
寺
　
　
　
出
水
通
千
本
西
へ
入
ル

七
番
　
長
ふ
く
寺
　
　
　
　
　
同
今
出
川
上
ル
丁

京
都
で
「
不
動
堂
」
と
の
み
言
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
、
七
条
油
小
路
の
明
王

院
不
動
堂
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
智
証
大
師
作
」（『
都
す
ゞ
め
案

内
者
』）
の
石
不
動
で
、「
俗
に
ふ
ど
ん
だ
う
と
云
」（『
京
町
鑑
』）
わ
れ
て
親
し

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
七
条
油
小
路
の
明
王
院
不
動
堂
は
、
伏
見
へ
の
通

路
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
油
小
路
に
面
し
て
い
る
。

不
動
堂
の
境
内
に
筍
が
出
て
い
る
。
垣
の
こ
ち
ら
か
ら
ち
ょ
っ
と
手
を
伸
ば

し
て
採
り
た
い
け
れ
ど
、
お
不
動
さ
ん
の
あ
の
大
き
な
目
で
に
ら
ま
れ
そ
う
、

と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。
蕪
村
は
、
筍
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
贈
ら
れ
た
筍

の
お
礼
の
書
簡
が
幾
通
か
残
っ
て
い
る
。

当
句
の
収
ま
る
『
新
華
摘
』
は
、
四
月
八
日
に
始
ま
り
、
二
十
四
日
で
中
断

し
て
い
る
。
理
由
は
、
体
調
不
良
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
（
刊
行
の

際
の
月
渓
の
跋
文
）、
娘
く
の
が
体
調
不
良
で
婚
家
先
か
ら
戻
っ
た
こ
と
に
原
因

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
安
永
六
年
の
作
に

粟
島
へ
は
だ
し
参
り
や
春
の
雨

と

摂
あ
え
ぬ
は
だ
し
詣
り
や
皐
雨

が
あ
る
。
粟
島
は
、
和
歌
山
市
の
加
太
神
社
で
は
な
く
、
分
祀
し
た
京
都
の
岩

上
通
塩
小
路
に
あ
る
粟
島
明
神
を
祀
る
粟
島
堂
・
宗
徳
寺
で
あ
る
。
堀
川
通
り

か
ら
一
筋
西
に
入
っ
た
通
り
に
あ
る
。「
笋
」
の
「
不
動
堂
」
の
す
ぐ
近
く
で
あ

る
。
粟
島
明
神
は
、
江
戸
時
代
に
は
女
性
特
有
の
病
気
に
効
験
あ
り
と
言
わ
れ

て
い
た
。「
は
だ
し
詣
り
」
に
娘
と
行
っ
た
か
、
あ
る
い
は
妻
と
行
っ
た
か
、
そ

の
帰
途
に
「
笋
」
の
「
不
動
堂
」
を
通
り
か
か
っ
て
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
人

間
臭
く
て
面
白
い
。

（3）

京
の
水
の
藍
よ
り
出
て
杜
若

こ
の
句
は
、
江
戸
出
身
の
五
雲
が
島
原
の
不
夜
庵
二
世
に
な
っ
た
と
き
の
文

台
開
き
に
、
蕪
村
が
祝
儀
と
し
て
贈
っ
た
句
で
あ
る
。
一
見
し
て
諺
の
「
青
は

藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
を
解
釈
の
基
と
す
る
。
し
か
し
、
当
句
は
諺
に

の
み
寄
り
か
か
っ
て
作
句
し
た
の
で
は
な
く
、
島
原
と
い
う
地
域
性
を
趣
向
し

た
の
で
あ
る
。
五
雲
は
、
遊
郭
島
原
の
俳
諧
宗
匠
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
島

原
は
、
洛
中
で
あ
る
が
、
そ
の
す
ぐ
西
の
お
土
居
の
堀
で
は
、
堀
を
利
用
し
た

青
物
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。
藍
の
栽
培
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
島
原
の
あ
る
一
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帯
の
村
々
の
壬
生
・
中
堂
寺
・
西
七
条
・
東
塩
小
路
・
西
塩
小
路
・
東
九
条
・

西
九
条
・
上
鳥
羽
・
下
鳥
羽
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。「
か
り
藍
を
七
条
塩
小
路
の

民
家
の
門
々
に
ほ
し
な
ら
べ
」（『
堀
川
の
水
』）
て
干
し
、
そ
の
品
質
も
「
を
よ

そ
都
の
染
屋
形
に
東
寺
九
条
の
藍
を
用
い
る
こ
と
は
、
染
色
青
く
し
て
う
る
は

し
く
、
他
に
異
な
る
也
」
と
染
屋
に
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

蕪
村
が
五
雲
の
文
台
開
き
に
、「
藍
よ
り
出
て
」
と
言
っ
た
の
は
、
単
に
「
師

を
凌
駕
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
「
付
近
一
帯
が
藍
の
産
地
で
あ
る
島
原
か
ら
」

を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
藍
は
お
土
居
の
堀
や
堀
川
の
湧
水
に
育
つ
も
の
で

あ
る
の
で
、「
京
の
水
」
が
育
て
た
「
藍
」
は
「
染
色
う
る
は
し
」
い
の
で
あ
る
。

で
は
、「
藍
よ
り
出
て
杜
若
」
の
「
杜
若
」
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
安
斎
随
筆
』（
伊
勢
貞
丈
）
に
よ
れ
ば
、「
江
戸
紫
と
い
ふ
は
杜
若
の
花
の
色
の

如
し
。
是
葡
萄
染
（
え
び
ぞ
め
）
な
り
」
と
あ
り
、
葡
萄
染
は
、
古
今
和
歌
集

（
八
六
七
）
に
詠
ま
れ
る
「
武
蔵
野
の
草
」、
ム
ラ
サ
キ
で
染
め
る
。

句
の
意
は
、
京
の
水
で
栽
培
さ
れ
た
藍
が
京
の
水
で
洗
わ
れ
て
師
を
乗
り
越

え
て
く
だ
さ
い
ね
、
江
戸
出
身
の
あ
な
た
も
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

島
原
の
外
も
染
む
る
や
藍
畠
（
服
部
嵐
雪
・
玄
峰
集
）

華
や
か
な
色
彩
を
思
わ
せ
る
島
原
が
、
藍
畠
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
想
像
す
る

の
は
む
つ
か
し
い
。

京
の
農
産
物
を
詠
ん
だ
三
つ
の
句
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
蕪
村
が

幼
少
時
に
育
っ
た
家
で
生
産
し
て
い
た
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、

都
会
育
ち
で
は
眼
の
ゆ
か
な
い
、
興
味
を
持
た
な
い
も
の
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
上
の
三
つ
の
句
を
挙
げ
た
。

農
産
物
を
詠
ん
だ
句
を
通
し
て
、
蕪
村
の
詩
想
の
一
面
を
表
そ
う
と
し
た
が
伝

え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

蕪
村
は
、
三
十
六
歳
に
な
っ
て
京
都
に
来
、
十
年
目
の
五
十
五
歳
時
に
夜
半

亭
二
世
を
継
ぐ
。
一
世
の
早
野
巴
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
二
十
八
年
目
の
襲
名

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と
心
労
の
重
な
る
よ
う
な
事
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

几
董
宛
の
書
簡
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
何
角
に
付
京
師
之
人
心
、
日
本
第
一
之
悪
性
に
て
候
。
日
頃
は
左
も
不
存

候
所
、
は
い
か
い
を
は
じ
め
て
候
て
後
、
つ
く

ぐ
と
思
ひ
合
候
事
共
多
御

座
候
。
凡
日
本
過
半
は
行
歴
い
た
し
、
人
心
之
善
悪
も
掌
を
さ
す
が
ご
と
く

に
あ
き
ら
め
居
申
候
。」（『
蕪
村
書
簡
集
』〈
二
二
〉
岩
波
文
庫
）

日
付
は
な
い
が
、
蕪
村
が
夜
半
亭
を
継
い
だ
明
和
七
年
か
ら
安
永
二
年
の
間
と

推
定
さ
れ
る
。
几
董
が
、
社
中
の
中
か
ら
不
満
が
出
て
い
る
こ
と
を
報
せ
た
返

事
の
な
か
の
記
事
で
あ
る
。「
な
に
か
に
つ
け
、
京
都
の
人
心
は
日
本
第
一
の
悪

性
だ
」
と
京
都
人
の
悪
口
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
ぽ
ど
腹
に
据
え
か

ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
田
秋
成
が
、
や
は
り
京
都
へ
来
て
住
み
始
め
た
こ
ろ
、

「
翁
が
京
に
住
み
つ
く
時
、
軒
向
ひ
の
村
瀬
嘉
右
衛
門
と
云
ふ
儒
者
が
、
京

都
は
不
義
国
じ
ゃ
ぞ
。
覚
悟
し
て
と
い
わ
れ
た
。
十
六
年
す
ん
で
、
ま
た
一

語
を
く
わ
へ
て
、
不
義
国
の
貧
国
じ
や
と
思
ふ
。」（
胆
大
小
心
録
）

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
他
国
か
ら
来
た
場
合
、
京
都
の
人
の
気
持
ち

が
理
解
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
蕪
村
は
几
董
と
い
う
弟
子
が
居
た

か
ら
こ
そ
、
京
都
で
宗
匠
と
し
て
や
っ
て
ゆ
け
た
の
だ
と
思
う
。
几
董
は
、
夜
半
亭

一
世
早
野
巴
人
の
門
人
で
あ
っ
た
高
井
几
圭
の
次
男
で
京
都
育
ち
で
あ
る
。
几
董
の

門
人
も
多
く
、
年
齢
は
若
い
が
京
都
人
の
納
得
で
き
る
人
柄
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
几
董
を
夜
半
亭
の
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ

た
後
、
蕪
村
は
二
世
を
引
き
受
け
て
い
る
。
俳
諧
の
才
能
だ
け
で
は
宗
匠
と
し
て
は

や
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
京
都
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
と
思
う
。
几
董

と
い
う
京
都
人
を
緩
衝
地
帯
と
し
て
京
都
に
向
き
合
い
、
京
都
に
育
て
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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